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１．はじめに 

 近年、モータリゼーションの進展や人口減少、少子高

齢化など公共交通を取り巻く環境の変化により、公共交

通ネットワークの縮小やサービス水準の低下が起こっ

ている。それにより、更に公共交通の利用者が減少する

という悪循環に陥っている。地域公共交通網形成計画は

この環境を背景として設けられている。本研究はこの地

域公共交通網形成計画に関連して分析を行う。 

 地域公共交通網形成計画の策定により公共交通ネッ

トワークを再構築し、日常生活等に必要不可欠な交通手

段の確保、まちづくりの観点から交通施策の促進、そし

て関係者相互間の連携と協働の促進などの効果が得ら

れると考えられる。平成 26 年 11 月 20 日に地域公共交

通の活性化及び再生に関する法律の改正が行われたこ

とに伴い、従来施行されていた地域公共交通総合連携計

画が廃止になり、地域公共交通網形成計画が新しく設け

られた。この変更により、国を挙げてコンパクトシティ

を目指し、人口減少、少子高齢化に対応できるような仕

組みになった。 

本研究は、バス路線上のバス停の居住人口アクセシビ

リティおよび用途別都市機能施設アクセシビリティと

停留所間トリップ数の関係について分析し、長野市の地

域公共交通網形成計画において基幹軸、幹線軸、および

フィーダーの設定の妥当性についての評価を行うこと

を目的とする。 

 

２．研究フレームおよび手法 

(1) 分析フレーム 

長野市は長野電鉄バス、アルピコバスの 2 社が路線バ

スを担っている。分析の手順は次に示す。<1>バス事業

者の各路線を構成するバス停が確認できるようにエク

セルで整理する。<2>GIS を用いて長野市内のバス停の

位置を特定する。<3>GIS を用いて、バス停を中心とし

た徒歩圏を半径 500ｍ圏内（徒歩 10 分）と設定し、徒歩

圏内の人口数と用途別都市機能施設数を確認する。<4>

各バス停を基点に、バス停への近接性を表す居住人口ア

クセシビリティ(以下、AC と記載する)と用途別都市機

能施設 AC を算出する。これにより、バス停周辺の居住 

図-1 長野市公共交通網の交流軸 

（長野市公共交通網計画より） 

 

地および諸施設の近接度と集積度を評価する。<5>平成

28 年度の長野都市圏 PT 調査を用いて、停留所間のトリ

ップ数を抽出する。<6>バス停間トリップ数と居住人口

AC および用途別都市機能施設 AC の関係を分析する。

トリップ数を目的変数、各AC および移動時間を説明変

数として重回帰分析を行う。<7>分析結果より、長野市

で設定されている公共交通網で設定されている交流軸

の適正性を評価する。 

(2) 分析対象地域 

 長野市の分析対象地域で設定されている公共交通網

の交流軸を図 1 に示す。 

基幹公共交通軸は、都市拠点と位置付けられている長

野駅、北長野駅、篠ノ井駅をつなぎ、拠点間の都市機能

の集積と連携を確保する。地域公共交通軸は、比較的乗

降客が多く、沿線に人口が多く集中し、比較的規模が大

きな生活拠点と広域拠点や地域拠点を結ぶ。中山間生活

交通軸は、広域拠点と比較的人口規模が小さい生活拠点

や中山間地域を結ぶ役割を持つ。 
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表-1 使用データ 

 

(3) 使用データ 

 本研究では、データ算出に GIS を用いる。使用データ

を表 1 に示す。 

 

３．路線網上のバス停分布と都市機能施設 AC の算出 

(1) 長野市のバス停位置と 500m バッファ 

 図 1 と見比べると、基幹公共交通軸周辺はバス停の

密度が高いことが分かる。地域公共交通軸周辺も、基

幹公共交通軸周辺ほどではないが、バス停が密集して

いる。中山間生活交通軸は、バス路線網に沿う形で、

バス停が点在している。 

(2) 基幹軸における人口密度と居住人口 AC の関係 

居住人口 AC 

𝐴ｒ,𝑠
(𝑙) =

𝑃𝑠

𝑅𝑠
 （人/ｍ）    (1) 

Ar:居住地 AC、S:降車停留所番号、ℓ:乗車停留所番号、

P:エリア内人口、R:バス停から居住地までの距離 

上式を用いて、500mの中央を取ってR=250m、P=500m

バッファ内の人口を GIS を用いて抽出し、人口 AC を求

める。 

(3)停留所の用途別都市機能施設AC について 

図-2 長野市のバス停の位置 

1)公共系用途別都市機能施設 AC 

𝐴𝑝,𝑠
𝑓 (𝑙) = ∑

1

𝐿𝑠,𝑓

𝐹
𝑓=1  （1/ｍ）    (2) 

Ap:公共系用途施設別 AC 、S: 降車停留所番号、ℓ:乗

車停留所番号、f:公共施設番号、L:バス停から公共施設

までの距離 

2)商業系用途別都市機能施設 AC 

𝐴𝑐,𝑠
𝑑 (𝑙) = ∑

𝑁𝑠,𝑑

𝐺𝑠,𝑑

𝐷
𝑑=1    (1/ｍ）   (3) 

Ac:商業系用途施設別 AC、S: 降車停留所番号、ℓ:乗車

停留所番号、d:商業施設番号、G:バス停から商業集積の

ｿﾞｰﾝ中心までの距離 

 

４．トリップ数と各 ACとの関係 

停留所間のトリップ数は、起点側居住人口の集積と、

終点側の施設数の集積、および所要時間が大きく影響す

ると考えられる。解析の関係式を式(4)に示す。 

(1) 路線のトリップ数 

拠点間トリップ数 

𝑡𝑖,𝑗 = 𝑘 ∗
𝐺𝑖
𝛼∗𝐴𝑗

𝛽

𝑅𝑖,𝑗
𝛾         (4) 

t:トリップ数、k:定数項、G:起点バス停側 AC、A:終点バ

ス停側 AC、R:所要時間、i:起点バス停、j:終点バス停 

(2) 分析結果 

 式(4)の結果からバス停の位置によるトリップ数の違

いより、基幹軸、幹線軸を評価したい。 

 

５．まとめ 

 GIS でバス停を地図に対応させてプロットし、長野市

公共交通網の交通軸と比較することで、バス停の位置が

交通軸と対応していることが分かった。今後、居住集積

や商業集積等がトリップ数に及ぼす影響を路線ごとに

検証することにより、公共交通軸を評価することが可能

になると思う。 
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3)長野市：長野総合連携計画  

データ名 内容 用途 
バス停 長野県内バス停一覧 バス路線網確認 
人口分布 国勢調査に基づく 

人口データ 
人口分布の把握 
居住人口AC の算出 

公共施設 1 市町村役場 
公的集会施設など 

施設分布の把握 
用途別都市機能施設
AC の算出 

公共施設 2 官公署、学校、病院、 
郵便局など 

施設分布の把握 
用途別都市機能施設
AC の算出 

商業施設 百貨店、衣料品店、 
娯楽施設など 

施設分布の把握 
用途別都市機能施設
AC の算出 
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